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研究会報告

長 朗 研 究 会 一｢バ ･タ ー ン形 成､E 運 動 お'よ ぴ そ の統 計 ｣ 5月 8日-(月 )iv'5月 10日=(水 )一

於 :二 階 /J､言持義 室

プ ロ グ ラム

5月･8El (月 )
(1989年 7月 13日受理 )

1:00′)

I. 古 川 浩 (山 口大 ･̀教 育 ) ｢相 分 離 に お け る系 の構 造 関 数 の 漸 近 形 ｣

2. 富 田 博 之 (京 大 ･教 養 ) ｢相 分 離 系 の ｢双 極 能 率 ｣保 存 と構 造 関 数 の ㌔則｣

3. 川勝 年 洋､ 川 崎 恭 治 (九 大 ･理 )

｢水 一曲 -surfactant 3成 分 系 の バ タ ー ン形 成 の ダ イ ナ ミク ス｣

4. /)､耳 明 (基 研 )

5. 川 崎 恭 治 (九 大 :哩 )

6･ 豊′木 摺 泰 (山 梨 大.i･教 育 )

7. 長 井 逮 三 (九 州 共 立 大 ･工 )

8. 太 田成 俊 (九 州 共 立 大 ･工 )

9. 関 本 謙 (九 大 ･理 )

｢多 界 面 系 の ス トレ ス テ ン ソル ｣

｢長 距 離 拡 散 を伴 う系 の 秩 序 化 過 程 ｣

｢急 冷 系 に お け る点 状 欠 陥 の運 動 ｣

~r2次 元 セ ル ;ヾ タ ー ン成 長 の ス ケ ー ル性 ｣

｢3次 元 セ ル パ タ ー ンの動 力 学 ｣

｢動 的 相 似 則 に従 う シ ス テ ムの 流 体 力 学 的 変 数 ｣

10. 太 田隆 夫 (お 茶 大 .哩 )1 ｢Elastic Properties of the Mic･TOphase

Separated Structures irICopolyfAer-Homopolyner NixturesJ

ll. 吉 野 茂 雄 (名 大 -哩 ) ｢流 動 場 を受 け た ブ ラ ウ ン粒 子 の相 互 作 用 ｣

5月 9･Ef (火 )

9:00′)

12.0梅 見 和 明 (離 馬 大 ･教 養 ) L｢Reaciion-Diffusion Syslefb

(Gierer-Meinhardtmodel)に お け るバ ター ン選 択 性 につ い て ｣

13.0 蔵 本 由 紀 (京 大 ･理 ) ｢パ タ ー ンダ イ ナ ミ ッ ク ス と漸 近 的 方 法 ｣

14.0那 須 野 悟 (東 北 大 ･通 研 ) ｢液 晶 対流 系 に お け る Dislocalion の運 動 ｣

16. 落 合 胡 (湘 北 短 大 ･電 子 ) ｢stochastic Approach lo the DynafAics of

PaH erns in CondeTLSed NaH er;The Regression of Fluctuations at the

Crilical Point in case of an Austocataly一ic Chemical Reaclion｣
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1:30′)

17.0大 橋 - 利 く玉 川 大 ･工 ) ｢破 壊 の メ カ ニ ズ ム｣

18. 松 村 品 (九 大 ･総 理 工 ) ｢Fe-Si合金 や準 安 定 な規 月Iト 不 規則 転 移 点 付 近

に お け る相 分 離 過 程 ｣

19. 目時 直 人 (東 大 ･理 ) ｢擬 1次 元 系 (非 保 存 ) に お け る1次 相 転 移 の時 間 発展｣

20. 械 山悦 郎 (北 大 ･低 温 研 ) ｢結 晶成 長 に お け るパ ター ン形 成

一 円､ 六 角 及 び樹 枝 状 バ タ ー ン ー｣

21. 覚 井 真 吾 (東 工 大 ･理 ) ｢表面 張 力 と過 飽和 皮 が氷 晶 の成 長 形 に及 ぼす 効果｣

22. 甲 中敦 (東 北 大 ･通 研 ) ｢結 晶成 長 に お け る超 音 波 の彩 響 ｣

23.斉 藤幸 夫 (慶 応 大 ･理 工 ) ｢格 子 気 休 模 型 に よ る結 晶 形 の シ ミュ レー シ ョン｣

24.上 羽牧 夫 (東 北 大 ･金 研 ) ｢フ ラ ク タノレお袋 と樹 枝 状 結 晶 成 長 ｣

5月10日 (水 )

9:00～

25.0田 口酋 弘 (東 工 大 ･理 ) ｢乱 流･の マ ル チ フ ラ クタ ル ｣

26. 長 谷 隆 (静 岡 大 ･エ 短 大 ) ｢DLA フ ラ ク タ ル と相 転 移 ｣

27.･本 田勝 也 (名 大 ･工 ) ｢マ ルチ フ ラ ンク ルパ ダ ー ンに お け る相 転 移 と保 存 則 ｣

28. 山 田英 明 (中 大 ･理 工 ) ｢異 方 性 に よ り樹 枝 状成 長 す る

ヴ ィ スカ ス ･フ ィンガ ー ｣

29. 松 下 責 (中大 ･理 工 ) ｢粒 子 の誘 発 と凝 集 を介 した ク ラ ス タ ー成 長 ｣

30. 大 月 俊 也 (福 井 大 ･工 ) ｢ク ラ ス ター ･ク ラ ス ター 凝 柴 休 の フ ラ クタ ル 次 元｣

31. 原 啓 明 (凍 北 大 ･工 ) ｢活 性 化 され た ク ラ スタ ー 群 の動 的 特 性｣

32.泰 中 啓 一 (茨 城 大 ･理 ) ｢格 子 ポ ル テ ラ系 に お け る バ タ ー ン形 成｣

33. 長 屋 智 之､ 折 原 宏､ 石 橋 善 弘 (名 大 ･工 )

｢高 分 子 液 晶/ 高 分 子 混 合 系 に於 け る相 分 離 過 程 の 槻寮 ｣

註-)○印 の 試 坊 は40.V60分 位 の レ ビュー と します｡ その 他 の試 訴 は20分 見 当 で お願

い します｡
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